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一部の成果については， International Primatological 
Society Congresses (於 京都大学 2010.9.12-9.18）におい
て, 発表した（題目：(1) A Morphometric analysis of the 
Japanese macaque (Macaca fuscata) teeth from 
archaeological sites, Japan.(T. Anezaki, H. Hongo, N. 
Shigehara, M. Takai)，(2) Size variations of the Japanese 
macaque molars discovered from the Late Pleistocene to 






















異（果実食性, 若葉食性, 成熟葉食性, 種子食性, 雑食
性）によるパターンを議論した論文の執筆が進行中であ
る. また, 現生コロブス類における食性と形態の対応パ




















































2010 年 8 月から 9 月にかけて 3 週間犬山に滞在し, 霊
長類研究所に保管されているマカク類の骨格標本を観
察・計測した . 具体的には , M. fuscata (15 頭 ), M. 
assamensis (10 頭), M. arctoides (6 頭), M. thibetana (3 頭), 
M. cyclopis (11 頭), M. mulatta (16 頭), M. radiata (4 頭), M. 
fascicularis (3 頭) などの骨格を計測した. 分岐分析によ
る系統解析に用いるために,特に四肢骨の長さや幅, 抽
出可能な特徴の有無を調べた. また重要な部位に関し
ては,写真撮影を行った. 
こういった現生標本の観察・計測データを用いて, 中
国広西省崇左で見つかったマカク全身骨格の同定・記載
した. この研究はまだ進行中なので, もうすぐ論文化す
る. 
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